
公益財団法人ほくりくみらい基金
永井三岐子

2025.7.4

リスクマネージメントの支援を受けてみて



＜ビジョン＞

「未来はつくれる！」と誰もが思える社会の実現

＜ミッション＞

・お金のあたたかな循環をつくる

・仲間づくりのプラットフォームになる



ほくりくみらい基金の４つの活動

1.市民活動団体への助成

2.寄付の促進

3.課題の発信と対話の場づくり

4.プロボノ・ボランティアマッチング



ほくみのこれまで

2022

「ほくりくみらい
基金」準備委員会
発足

全国コミュニティ財団よ
り財団設立基盤整備助成
（2310万円）

発起人269人から
430万円を調達

一般財団法人
ほくりくみらい
基金設立

公益認定

取得

初助成「次のステップ

プログラム」実施

2023 2024

R6能登半島
地震発災

R5奥能登地震

被害調査とボ
ラマッチング



令和６年能登半島地震（1月1日16:30発災）

令和７年 6月10日現在

死者................596人

災害関連死....368人

重軽傷者.........1,270人

家屋被害........116,197棟
(全壊6,151棟、半壊18,674棟、一部破損
浸水など91,373棟）

R7年4月11日：最後の避難所閉鎖



災害支援に関する助成実績（25年4月現在）

プログラム
（公募期間）

申請件数 採択件数 助成総額

震災緊急助成（１次〜６次） 116 80 14,600,000円

豪雨災害支援緊急助成（１次〜３次） 57 37 6,978,396円

つづける助成（復興支援） 48 11 30,490,135円

工芸作家応援基金（現在公募中） 6 6 300,000円

サントリー能登復興みらい基金 ８ ５ 5,000,000

支援実績：累計事業139 57,368,531円

休眠預金災害緊急枠実行団体：ニーズの見えにくいグループ支援事業（2024年6月~25年3月）
休眠預金通常枠資金分配団体：里山里海で多様な担い手がつながる能登の未来作り事業（24年12月〜28年2月）

＋



団体基盤と事業規模のアンバランス

● 緊急時対応（災害緊急基金ー緊急助成ー被災地域の状況確認ー関係者との調整）

● 復興における資金調達のvalue chain をミスなくやり切る

● ほくりくみらい基金の基盤整備

● 資金提供先団体のリスク

● リスク回避→チャレンジ回避

BLPネットワーク「リスクマネジメントに基づく運営・支援体制の確立」事業に申請

251月〜26年3月：RM計画策定の支援



RM計画の策定（リスクとの共存）

● ほくりくみらい基金のリスクを理解

● 実務の知識

● メンバーの安心感

● リスクとの向き合い方→団体の可能性を広げる
リスク洗い出しW/S＠ほくりくみらい基
金事務所

• 動画によるリスク理解の研修
• 25年1月キックオフ＠東京
• 25年3月 リスク洗い出しワークショップ
• 個別ヒアリング、隔週オンラインによる面談
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